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されるまでの日数(prepatentperiod)，ならびに糞便中

に虫体または虫卵が検出される期間patentperiodをし

らべた．

３）虫体の観察

新鮮糞便中に排泄されたＲ型子虫（S・ｓｚ.）または含

子虫卵（S・ｓｐ.）を，また，糞便の濾紙培養によって得

られたＲ型雌・雄虫およびＦ型子虫を採取した．寄生期

雌虫はＳ､ｓｒ・接種猫Ｎｏ．４Ｎｏ．５と，Ｓ・ｓｐ接種猫

Ｎｏ．５，Ｎｏ．６を剖検し，腸粘膜を掻爬して採取した．

上記のようにして採取した虫体について，Ｓ・ｓｔ・では

Ｒ型子虫，Ｒ型雌虫およびＦ型子虫各100隻，Ｒ型雄虫

10隻，寄生期雌虫20隻を，また，Ｓ・ｓｐ・ではＲ型雌・

雄虫およびＦ型子虫各100隻，寄生期雌虫20隻および卵

25コを測定した．

測定個所は，Ｒ型子虫，Ｒ型雌・雄虫，Ｆ型子虫およ

び寄生期雌虫については，体長，体幅，頭端から神経環

まで，腸管起始部まで，生殖原基まで（Ｒ型およびＦ型

子虫)，陰門まで（Ｒ型および寄生期雌虫)，クロアカま

で（雄虫）または肛門までの距離，生殖原基長（Ｒ型お

よびＦ型子虫)，交接刺長（雄虫）ならびに尾長とした．

また，含子虫卵は長径と短径を測定した．

これら各虫体および虫卵の計測値について，その平均

値，標準偏差および体長に対する各部位の百分率の平均

値を算出した．これらの値と既報（堀江ら，1967）の

Ｓ・Ｓｔ．および前報（堀江ら，1974）のＳ・ｓｐの対応す

る計測値についてｔ検定を用いて有意差を検討した．

また,著者らの得た計測値およびChandler(1925ｂ)その

他の報告者川計測値町:(艤昨:(隻道量川：

前報（1974）において述べたようにＳ・SreγcoraZiS

(以下Ｓ・ｓｚ）と，これとは別種と思われる同属線虫(以

下Ｓ､ｓｐ.）を犬およびマウスに接種して，両系が形態学

的ならびに生物学的に相異することを認め，両系が別

種である可能性を示唆したが，今回さらに検討を重ねる

ために，これら両系のＳ’わ"gyZoiaesを猫に接種して，

犬におけると同様にその特性を比較検討し，両系の寄生

期雌虫の形態学的観察によって別種であることを確認し

た．

材料および方法．

１）接種

前報と同様に犬に累代接種を行ない，その糞便内のＲ

型子虫（８．ｓZ.）および虫卵（S・ｓＰ）を培養することに

よって得たそれぞれのＦ型子虫を採取し，少量の水でよ

く混和後，その０．１ｍＬ中に含まれるＦ型子虫の数を算

定して接種材料とした．

臨床的に健康な猫15頭を用い，接種前に糞便の直接塗

抹法および濾紙培養法によって，ＳＺγo"gツノ〃ｅＳに感染

していないことを確認してから，前記培養法によって得

たＳｓＺ．およびＳ・ｓｐ・のＦ型子虫浮遊液ＬＯｍｌ．当り

に，それぞれ，ペニシリン1CO単位およびストレプトマ

イシン2007を添加して接種した．ＳｓＺ．のＦ型子虫は

３カ月～３年齢の８頭におのおの500～１５，０００隻を，S

sp・のそれは３カ月～３年齢の７頭に１，０００～１０，０００隻
をそれぞれ背部皮下に接種した．

２）虫卵の検査

Ｆ型子虫の接種後は毎日糞便を採取し，直接塗抹法お

よび濾紙培養法によってＲ型子虫または含子虫卵の排泄

（４５）
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出された．Patentperiodは最短がＮｏ．１の76日，最

長がＮｏ．７の200日以上であった．

２）腸管内寄生期雌虫の分布

Ｓ・ｓｔ・を接種したＮｏ．４では接種後11日目に剖検し

た結果大多数が十二指腸部（93.8％）に分布していた．

接種15日目に剖検したＮｏ．５では，虫体は十二指腸部

(53.5％)，空腸部（34.6％）から見いだされた．Ｓ､ｓｐ・

を接種したＮｏ．５では23日目の剖検において虫体は十

二指腸部（47.0％)，空腸部（50.3％）に，接種２１日目

に剖検したＮｏ．６では十二指腸部（79.9％)，空腸部

(18.9％）に分布し，回腸部の寄生は1.2％～2.6％と少

なかった．

以上のように寄生期雌虫の腸管内分布は，２系ともほ

ぼ十二指腸部と空腸部（97.3％～98.8％）に限定されて

いた．

３）検出虫体の形態学的観察

ａ）犬と猫に接種したＳ・ｓｚ・の比較

Ｔａｂｌｅ３および既報（堀江ら，1967）にみられるよう

に，各世代虫体の各部位の計測値を比較すると，Ｒ型子

虫の尾長および体幅を除いて，他はすべて犬く猫であっ

た．

ｂ）犬と猫に接種したＳ､ｓｐ、の比較

Table4および前報（堀江ら,1974）にみられるように

Ｒ型雌虫では，頭端より神経環までおよび腸管起始部ま

(震)の値に換算して比較した
寄生期雌虫については，既報において３カ月齢の犬に

対して感染させてから26日目に採取してＳ・ｓＺ．と同定

した虫体と，３カ月齢および３年齢の猫に対してＳ・ｓｐ

を感染させてからそれぞれ21日目および23日目に採取し

たものを用いた．これら両系について体長，体幅，食道

長，陰門の位置，尾の長さおよびその形態，卵巣の走り

方などについて比較した．

成績

１）虫卵の排泄

SJz.,Ｓ・ｓｐ．とも，いずれも猫の年齢，性別，体重

および接種数に関係なく全例に感染が成立した．

Prepatentperiodは５１．ｓZ・では９～１６日であり，Ｓ・

sp・のそれは７～１３日であった．

Ｓ・Ｓｆ．では衰弱のため死亡した猫（Ｎｏ．１：８７日目，

Ｎｏ．２：９０日目，Ｎｏ．３：４２日目に死亡）はＮｏ．３を

除き死亡前日までＲ型子虫を排泄していた．Patent

periodの最短はＮｏ．７の２日，最長はＮｏ．２の90日

であった．Ｓｓｐ、では同じく死亡した猫（Ｎｏ．２：９日

目，Ｎｏ．３：171日目，Ｎｏ．４：９４日目に死亡）は死亡

前日まで含子虫卵を排泄していた．また，Ｎｏ．１は接種

後76日目，Ｎｏ．７は200日目まで糞便中に含子虫卵が検

（４６）
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Table3MeasurementsofeachgeneraｔｉｏｎｏｆＳ・sZe'coMisfromcats（Ｎｏ．ofwormsmeasured)(/,）

RhabditiformRhabditiformRhabditiformFilariform Pamsitic

larvaｅ（'25）females（100）males（10）larvae（,００）females（20）

Average％Average％Average％Average％Average％

３３４．４６ｂ 1165.03aｂ ８７０．２１aｂ ６２７．３３aｂ ２５１７．４ｌｂ

±3０．６６±5６．４０±７１．０８±２５．４， ±１７７．４４

二;:91498土語:;;､480±4;:!;`484±1i:黒､252±43:ｌｉＬ８７

±Ｍ３'7β2窒;:;;・１Ｍ聖;:鴇.blL79二;::;鼠bl552呈捌｡７６２
５８．９４ｂ

±7462795Ｈ８:墨b1464塁;:霊.bl6B4三i;::澪b42D8里:::i27D7
９３．４９ｂ

１８２．００ｂ

±１７．２３５４．４２３６５．４１ａ±４６．２３８５．２４
６２１．７９ａｂ

±７３．８２５３．３７1685.64ｂ±１４７．１１６６．９６

±27858511聖篭:i8ab8954
２８４．６６ｂ ５４６．９４ａｂ
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±６８．９７９１．５８

≦::！；'485且::;;銅Ｍ９二鮒ｂＭ±13:雷１２Ｍ二鞠､297
２９．０４ｂ
±４．６５７．７９１３．３３ｂ±２．４１２．１２
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Bodywidth

Nervering
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８
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①
で
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①
二
白
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》
８
自
国
圏
□
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Taillength 玉6:iｺﾞｳ１４８５王i6:５６９．８９士脳iｊ８．４２

２９.O4b
Lengthofgenitalprimordium±４．６５７．７９

重::；L21Lengthofspicules

％：Ｒａｔｉｏｔｏｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ

ａ：Significantlygreater（p＜０．０５）thantherespectivevaluesofS・speciesfromcats．

ｂ：Significantlygreater（p＜0.05）thantherespectivevaluesofS・sZe'℃ｏ７ａＺｉｓｆｒｏｍｄｏｇｓ．

（４７）
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Table4MeasurementsofeachgenerationofS・speciesfromcats(No.ofwormsmeasured川)
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Lengthofspicules
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５９．５３

±４．８７
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％：Ｒａｔｉｏｔｏｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ

ａ：Significantlygreater（p＜0.05）thantherespectivevaluesofS・srercomZisfromcats．

ｂ：Significantlygreater（p＜０．０５）thantherespectivevaluesofS・speciesfromdogs．

ｃ：Significantlysmaller（p＜0.05）thantherespectivevaluesofS、speciesfromdogs,

での距離を除いて，Ｆ型子虫では，体幅，頭端より神経寄生期雌虫については，体長，体幅，食道長，陰門の

環までの距離および生殖原基長を除いて，また，寄生期位置，尾長，卵の大きさ，尾部の形態，卵巣の走行状態

雌虫では，頭端より神経環までの距離を除いて他はすべなどを比較した結果，Photo、１にみられるように尾部

て猫く犬であった．Ｒ型雄虫では，頭端より腸管起始部の形態はＳ・ｓｚ．では肛門より尾端に向ってなだらかに

までの距離を除いて犬く猫であり，また，含子虫卵は長細くなっている（S・sre7co〆aZisgroup）のに対して８．

径は犬く猫であり，短径は猫く犬であった．ｓｐ．では肛門より急に細くなっている（S､Ｐ”iZZoS"Ｓ

ｃ）猫に接種したＳ,ｓｔ．とＳ・ｓｐ・の比較group)．また，卵巣の走行状態には明らかな相違がみ

Ｔａｂｌｅ３およびＴａｂｌｅ４にみられるように，Ｒ型雌られ，Ｓ・ｓｒ・では比較的直線的に走行するが，Ｓ・ｓｐ・

虫では，体幅頭端から神経環および腸管起始部までの では長軸に沿って螺線状に走っているのが観察された．

距離を除いて，Ｒ型雄虫では，体幅および交接刺長を除体長，頭端より神経環までの距離，腸管起始部までの

いて，また，Ｆ型子虫では，体幅および生殖原基長を除距離，肛門までの距離については前述のように有意差が

いて他はいずれもＳ､ｓＰ.＜８．ｓt・であった．寄生期雌虫みられたが，その他の計測値の絶対値の差は僅かであつ

では尾長を除いて８．ｓ/､＜Ｓ、ｓｐであった．た．

以上ａ)，ｂ)，ｃ)，の計測値の比較においてｔ検定を

用いて有意差（p＜0.05）の見られた計測値はＴａｂｌｅ３

およびＴａｂｌｅ４に示した．

（４８）
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ｆｅｍａｌｅｍａｌｅｌａｒｖａｆｅｍａｌｅ

Ｆｉｇ．２Comparisonamong4genrationsof

S・sZFパｏ７ａＺｉｓａｎｄＳ・speciesfromcats．

illi で，すべて１カ月以内に糞便中から子虫が消失し，犬の

場合とは異なり，猫では長い期間寄生することは不可能

であると述べている．Sandground（1925）は人に由来

する８．ｓz・を幼猫および成猫に感染させたところ感染

が成立した．Prepatentperiodは１１日であり，２～３

日で感染が衰えはじめ，patentperiodは短い(１３日)．

同じくSandground（1926）は人由来および犬由来のＦ

型子虫を猫に感染させたところ,多数の子虫を必要とし，

しかも感染は一時的で,長く続くものでも15日であった．

また，Sandground（1928）は８頭の猫における人株の

prepatentperiodは９～１６日，平均１３日と述べている．

Rogers（1939）はＳ・〆α"ic"ｓを用いて猫に接種した

ところprepatentperiodは10～11日であったと報告し

ている．

一方著者らの実験に用いたＳ・ｓＬはSandgroundの

所見とはやや異なり，感染子虫の接種数（500～15,000

隻）に関係なく，幼猫および成猫に感染が成立し，pre‐

Ａ

ＦｉｌａｒｉｆｏｒｍＰｄｒａｓｉｔｉｃ
ｌａｒｖａ ｆｅｍａｌｅ

ｏｆＳＺ７ｏ"gyZoicJes
andcats．

ＲｈｄｂｄｉｔｉｆｏｒｍＲｈａｂｄｉｔｉｆｏｒｍ

ｆｅｍａｌｅｍａｌｅ

Ｆｉ９．１CoInparison

obtainedfromdogs

考察

猫から得られたＳＺ'一o，zgyZoiaesについては，Chan‐

dler（1925ａ，ｂ)，Rogers（1939)，PriceandDikmans

(1941)などの報告が,また，猫への人工感染については

大平(1918)，Sandground（1925,1926,1928)，Despo‐

rtes(1945)，Sandsham（1952)などの報告がみられる．

１．生物学的観察

Galliard（1950）はTonkinでＳＺγ0129ﾂZIMJesの自

然感染例は発見できず，猫の感受性は極めて低いとし

た．大平（1918）は人由来のＳ〃o"gyZoiaesを３頭の

猫に接種したところprepatentperiodはいずれも11日

（４９）



5０

二指腸部，空腸部に大部分が寄生していた．

以上のように生物学的観察においては，著者らがＳ・

”、を犬および猫に接種して観察した所見は，既往の報

告にみられる犬および猫のＳ・”．と大体一致した所見

を示したが，ＳＳＰ・はこれらとやや異なり，糞便中に排

泄される発育形態，prepatentperiodなどからみてＳ、

’Za7zic"sRogersl943に類似していると`思われる．

２．形態学的観察

本属線虫は種の同定に当り形態的な特徴に乏しく，ま

た個体間の変異も大きいと言われているので両者の比較

に当っては体長，体幅，食道長および尾長の測定値に加

えて，Kreis（1932)，Rogers（1939）らの採用してい

るα，β，γの値の比較も併せて行った．その結果，ｓ・

sz・ではＲ型雌虫の体長および食道長はＳ､九Jｉｓのそれ

に類似したが，体幅とαの値はＳ・'ん"icepsに類似

した．Ｒ型雄虫の体長および尾長はＳ､／ieZisに，α,β，

γの値はＳ・Pm7zicGpsに近似した．Ｆ型子虫の体長お

よび体幅はＳ、九Ｊｉｓに近似したが，α，βの値はｓ，

'ん加妙ｓに近似した．寄生期雌虫の体長および尾長は

８.九Ｊｉｓに近似したが，αおよびβの値はやや小さく，

７はＳ､′〃"icGpsの’/２以下であった．

Ｓ・ｓｐ・ではＲ型雌・雄虫および寄生期雌虫のそれぞ

れの体長，尾長，α，β，γの値は，Ｒ型雌虫のβおよ

び寄生期雌虫の尾長を除いてＳ・ｐｍ７ｚｉｃ”ｓのそれぞれ

対応する値とほぼ近似していた．Ｆ型子虫の体長，食道

長，尾長およびαはＳ､′ｍ"た幼ｓに，βおよびγの

値は著者らのＳ､ｓｒ・のそれに近似していた．

以上のように，８．ｓ２．はＲ型雌・雄虫および寄生期

雌虫とも体長，α，β’７の値はＳ・たZｉｓに大体近似し，

S・ｓＰはＲ型雌・雄虫，Ｆ型子虫および寄生期雌虫の

各値ともＳ・カル"た⑫ｓに大体一致した．

また，犬科および猫科の動物に自然または人工感染で

寄生のみられたＳ'γo,ZgyJoiaeS7種について，寄生期

雌虫の生物学的・形態学的比較を試みたところ，Table

６のように体長，卵巣の走行状態，尾部の細まり，尾端

の形態，糞便内排泄形態などからＳ・力【`mic妙ｓに近似

していた．

以上の生物学的および形態学的所見からＳ・ｓｐを

S,'わ"/c"ｓと同定した．

１１ Ｉjll
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PhotqlMorphologicalcomparisonof
ovariesandtailsbetweenS・ｓｒｅｒｃｏｍＪｉｓ

ａｎｄＳ・species・

patentperiodは９～16日（平均12.8日）でＲ型子虫を

排し，patentperiodは最短２日，最長90日であった．

S､ｓｐ・は感染子虫の接種数(1,000～10,000隻)ならびに

猫の年齢（３カ月齢～３年齢）に関係なく感染は成立

し，prepatentperiodは７～13日（平均8.8日）で含子

虫卵を排し，patentperiodは最短64日，最長200日以

上で，本実験に用いたＳ・”．ならびにSandgroundお

よび大平のものとの間には差が見られる．また，Ｓ・ｓＰ・

のpatentperiodはＳＳｉ・のそれより長く，猫はＳ、

SZoよりＳ､ｓＰの生存に適しているように思われる．

Ｃhandler（1925）はＳ､ｓ/・（S・た"s）では十二指腸

上部に，Rogers(1939)はＳ,Ｐ/α"ｉｃｑＰｓでは幽門から１

フィート以内の小腸上部に，PriceandDikmans(1941）

はＳ・’2""ﾋﾞﾌﾟﾋzc伽ｓでは大腸に寄生していたと記載して

いる．本実験に用いたＳ､ｓ'．およびＳ・ｓＰ・はともに十

総括

犬から得たＳＺγ0,,gyZoicZGs2系の猫に対する感染試

験を行い，それらについて生物学的・形態学的比較を行

った結果，次のような所見を得た．

(５０）
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１．猫では２系とも年齢,'性別,体重,接種数に関係な

く全例に感染が成立した．

２．s.”．では糞便内排泄発育期はＲ型子虫であり，

prepatentperiodは９～１６日，patentperiodは２～９０

日であった．Ｓ・ｓｐでは含子虫卵を排し，prepatent

periodは７～13日，patentperiodは64～200日以上で

あった．

３．寄生期雌虫の腸管内分布は２系ともほぼ十二指

腸・空腸部に限定され，回腸部の寄生は少なかった．

４．各期虫体の各部位の計測値は，Ｓ・ｓＺ・のＲ型子

虫，Ｒ型雌・雄虫，Ｆ型子虫，寄生期雌虫とも犬く猫で

あった．Ｓ､ｓｐ・のＦ型子虫，Ｒ型および寄生期雌虫では

猫く犬であり，Ｒ型雄虫は犬く猫であった．また，猫に

接種した８ｓ'．とＳ・ｓｐ．ではＲ型・雄虫およびＦ型

子虫ではＳ・ｓｐ.＜S・並.，寄生期雌虫ではＳ・ｓＺ.＜S・

sp・であった．

５．両系の寄生期雌虫の形態学的比較では，尾部の形

態および卵巣の走行状態に明らかな相違がみられた．

以上の所見から，今回犬から得られたＳＺｍ"gyZo仇S

sp・をＳＺ'wzgyZozesPm"/c"sRogers,1943と同定し

た．これによって本種の新たな自然宿主として犬が加え

られる．

犬から得られたＳＺγo"gyZojcZeSの一種について，
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! Abstract j

STUDIES ON STRONGYLOIDES SP. ISOLATED FROM A DOG

II. EXPERIMENTAL INFECTIONS IN CATS

Makio HORIE, Ryoji NODA, Syusaku NODA and Takafumi ONISHI

{Department of Veterinary Medicine, College of Agriculture,

University of Osaka Prefecture)

Experimental studies on the infections of cats with Strongyloides sp. and Strongyloides

stercoralis, both derived from dogs, were undertaken to compare the morphological and bio

logical features of every developmental stage between both species, and to elucidate the taxo

nomy of the former species, using the same method as in the previous report (1974).

The morphological features of rhabditiform females, rhabditiform males and parasitic

females of the Strongyloides sp. resembled to those of S. felis. The Strongyloides sp. was

almost the same with S. planiceps in the morphology of every stage studied. Marked differences

were observed in the morphology of tail and ovary in parasitic females between S. stercoralis

and the Strongyloides sp. The tail tapered gradually toward its tip in S. stercoralis, but was

abruptly narrowed beyond anus in the Strongyloides sp. Ovary ran relatively straight in S.

stercoralis, while somewhat convoluted along the intestine in the Strongyloides sp.

Prepatent period ranged from 9 to 16 days in S. stercoralis, and from 7 to 13 days in the

Strongyloides sp. infections. Patent period varied from 2 to 90 days in S. stercoralis, and from

64 to over 200 days in the Strongyloides sp. infections. Rhabditiform larvae were passed in

feces in S. stercoralis, but embryonated eggs in Strongyloides sp. infections.

On the basis of the comparison with the biological and morphological characteristics of

parasitic females of seven species of Strongyloides which have been known to occur in Canidae

and/or Felidae naturally or experimentally, the Strongyloides sp. was identified as Strongyloides

planiceps Rogers, 1943.
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